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Ⅰ．身体を基盤とした表現教育
　本論では、保育者養成における身体表現授業の学
びと保育実践への有用性について分析する。それに
基づいて授業の在り方を検討し、保育専門職教育と
しての身体表現教育構築のための基礎的な資料を得
ることを目的とする。筆者は身体表現カリキュラム
研究の第一段階として、身体表現の授業実践とその
可能性に関する論考をまとめており、本論はその第
二段階である1）。
　近年、保育者養成の表現教育では、自己の身体に
気づく、あるいは身体を通して他者とコミュニケー
ションする演劇や身体表現の基礎的なレッスンの価
値が認められ、次第に授業の中に取り入れられ始め
ている2）。「表現」領域が制定されて20年を経過し、
これまでの教育の整理や見直しと共に、身体という
始原的な起点に立ち戻った新たな表現教育の可能性
を模索し、構築していく必要がある。
　一方で、従来からの保育に加えて様々な役割を課
せられるようになった保育現場では、新任保育者と
いえども即実践力を求められる。新任保育者は、就
職と同時に保育の全てを任せられることも少なくな
い。このような状況を考えると、養成段階における
身体を基盤とした表現教育の成果が、保育実践にど
のように活かされているのか、という点は、是非と
も確認しておく必要がある。養成カリキュラムの中
には、すぐに実践には結び付かないが、年月やキャ
リアを積み重ねることで学んだことが熟成する、と
いうものもある。しかし、幼児の遊びや生活におけ
る表現の重要性を考えると、表現教育の成果は新任
保育者の実践を支えるものとして期待される。そこ
で本論では、大学在学中に身体表現の授業を受講し
た学生で卒業後保育職に就いた者に、在学中の授業
を振り返り自己の保育実践を見直す追跡調査を行
う。それらの報告の分析をふまえて、授業の在り方
を論考する。
Ⅱ．「表現」の授業研究の動向
　「かつて大学の授業は、密室のなかでの講義者と
受講者の出来事であった」3）と言われるように、大
学では小学校・中学校・高等学校で頻繁に行われて
いる校内授業研究会などに相当するものがなく、授
業が他者に評価されることはほとんどなかった。し
かし、最近になって大学教育の在り方が厳しく問わ
れ始め、FDが導入され、大学の授業は大きく変わ
らざるを得なくなった。授業は常に評価の対象にな
り、現在ほぼ全ての大学は自己評価、学生評価、外
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部評価など何らかの評価のシステムを導入してい
る。そのような著しく急激な授業の在り方の変化の
中で、表現領域（主として身体表現）の授業研究は
どのように進められてきたのだろうか。
　身体表現の授業研究の動向を調査するにあたり、
保育学及び教師教育学の領域について、1997年から
2008年の12年間分の学会誌掲載論文を見直し、該当
論文を抽出した。その結果、保育者養成における授
業研究の論文は７件4）であった。そのうち表現領域
に関するものは２件で、いずれも身体表現に関する
論文であった。表現領域の授業研究は、学会の口頭
発表では増えているが、原著論文や実践報告の数は
少ないということが分かった。保育の質や内容に直
接的にかかわる表現領域の授業研究は、もっと推進
される必要がある。小林美実（2002）は「領域『表
現』によって起きた表現に関する関心、議論、研究は、
まだ実際の保育や教育を変えるまでには至っていな
い」5）と述べ、研究者と保育者による共同研究の成
果を期待している。保育者及び保育現場との連携は、
保育者養成における授業研究においても重要な課題
であろう。
　以上のような課題を前提に、一歩進んだ授業研究
を行うためには、保育職に従事している卒業生への
追跡調査が有効である。しかし、所在地や勤務先が
頻繁に変わる卒業生を対象とした調査は難しく、授
業研究の対象は授業を受講する学生の範囲内に留
まっているのが現状である。本論では、卒業生の報
告を収集することができたので、従来の先行研究で
ふれることができなかった保育実践への有用性とい
う問題に接近できる。
Ⅲ．身体表現授業の概要と手続き
　本論では、「自由」「即興」「交流」を重点化した
内容で組み立てられている身体表現の授業を取り上
げる。受講生は保育者養成課程の１年生で、受講者
は毎年50名前後である。指導者は筆者である。この
授業は、前期４月から７月にかけて１回90分、全15
回行われる。全15回のうち、前半基礎編が指導者か
ら主題提示をされる学習で、表１のように動きの主
題が毎回変わりながら展開される。１人で動くので
はなく、ほとんどの活動が２〜３人組で、仲間と関
わりながら動きを即興的に創出し、自由に動いたり
踊ったりするのが、この授業の特徴である。基礎編
が終了したら、後半応用編では、基礎編で学んだこ
とを活かしながら、グループで身体表現の作品創作
をして発表や鑑賞を行う。前半基礎編の内容や方法
がこの授業の独自性であると考えられるので、本論
では特にこの部分を対象とする。
　この授業を1998年度から2001年度に受講し、卒業
後保育職に就いた卒業生158名に表２に示す質問紙
を郵送（2003年10月）し追跡調査を実施した。この
時点で全員卒業して４年以内で、大学時代の授業の
記憶もまだ鮮明で、授業の内容を思い出しながら回
答できると考えた。念のため、質問紙には授業概要
を記した表１と、さらに記憶を助けるために授業概
要と対応する図１・２のような授業の写真も掲載し
た。本論では、特に質問Ⅰ−（3）「あなたは大学時
代の『身体表現』の授業で何を一番学んだと思いま
すか。また、そのことはあなたの日々の保育実践に
どのように役立っていますか。自由に書いてくださ
い」という質問に対する報告について分析・考察す
る。この質問について報告があったのは38名で、そ
の内訳は、女性37名、男性1名、年齢は20歳から24
歳である。保育歴は、６か月から３年８か月で、新
任保育者と新任の期間を経て多少キャリアを積み重
ねつつある保育者が含まれる。38名の報告から、質
問の意図と違うもの、記述が不完全なもの、内容が
重複するものを削除し、20の報告に精選した。これ
らを分析・考察の対象とし、次章以降具体的に提示
しながら進める。
Ⅳ．授業における学びと保育実践への有用性
　身体表現の授業で学んだこととして、卒業生の多
くが挙げているのは自由な表現の楽しさや面白さ、
身体を動かすことの楽しさや気持ち良さ、恥ずかし
さや苦手意識の克服、であった。その他、コミュニ
ケーションの面白さや表現の多様性・重要性を学ん
だという者もいた。その学びの延長上にある保育実
践への有用性については、個々に置かれている状況
により様々でさらに広がりを持っているが、そこか
ら一般化できることを読み取るために、内容の似た
報告を類型化した。類型化にあたっては、筆者以外
の研究者４名と幼稚園教諭経験者1名と協議し分類
した。すると、概ね次の４つに分類することができ
た。①自己の身体表現経験の再生産、②表現に対す
る自己の在り方の変容、③表現の捉え方や指導法・
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表１．「身体表現」の授業概要 
ね ら い 主 題 と 内 容 
○「２人組でいろいろ」…２人組で相手の動きを真似して踊ったり、
 簡単なリズムダンスをしたりする活動。また、２人組で引っ張っ 
 たり、くぐったりして、２人でできる動きを見つける。  
【ねらい①】 
・人と関わりながら自由に踊ることを楽しむ。
・２人組で関わりながら、様々な動きを即興的
に作る方法を学ぶ。 
・動きや身体を通してのコミュニケーションに
ついて様々な気づきを得る。 
○「棒を使って動く」…２人で１本の棒を人差し指で支え合い、目 
 を閉じて相手を感じ合いながら即興的に動く活動。相手の呼吸に 
 合わせて動くなど、繊細さが要求される。 
○「ミラーの世界 」…２人組で向かい合い、鏡と鏡の前の人とい 
 う役割で動く活動。相手の真似をすることから、一人一人が、ユ 
 ニークな動きを発見し動きを広げる。  
○「スポーツの動きの表現」…スポーツの動きを表現として捉え直 
 し、デフォルメして表現する活動。ボクシング、水泳、野球など 
 個々のスポーツの特徴をおさえた表現を工夫する。  
【ねらい②】 
・身近な題材からイメージをふくらませて、自
由に動きを作ったり、踊ったりすることを楽
しむ。 
・２～４人組で、はじめ・なか・おわりを意識
した短い即興作品を作る方法を学ぶ。 
・動きのやりとりの中で身体的なコミュニケー
ションの面白さや可能性を知る。 
○「日常の動きの表現」…掃除をする動き、料理をする動き、ラッ 
 シュアワーの様子など、日常のいろいろな場面の動きを表現する 
 活動。日常の動きを表現的に工夫する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１．授業場面（２人組でいろいろ）                図２．授業場面（棒を使って動く） 
 
  表２．身体表現授業と保育実践に関する質問紙の概要 
   
大学時代に受講した「身体表現」（１年次前期開講）の授業内容があなたの保育実践にどのように役立っているかを調査し、保育者養成におけるより良い授業の在
り方を検討したいと思っています。ご協力お願いいたします。「身体表現」の授業は、将来保育者になる学生が保育の現場で創造的な身体表現を展開できるように、
「自由」「即興」「交流」を重点化した内容で組み立てられていました。既成のダンスの振付にとらわれず、学生自身の創り上げる力を磨くことをめざした授業で
した。「身体表現」の授業を思い出していただくために、授業の概要（後半のグループ創作・発表会の部分は除く）を次頁に提示しました。参考にしながら回答を
記入してください。※まずは、あなたについての基礎的なデータを枠の中に記入してください。〔卒業年度、性別、年齢、勤務先、保育歴、現在担当クラスを記入〕
 
Ⅰ．大学時代の「身体表現」の授業について；（1）大学時代の「身体表現」の授業で経験したことや学んだことは、あなたの保育実践に役立っていると思います
か。〔①そう思う ②どちらかと言うとそう思う ③どちらでもない ④どちらかと言うとそう思わない ⑤そう思わない ⑥その他〕／（2）上記（1）の回
答で①と②を選んだ方；どのような場面で役立っているか教えてください。複数回答可。〔①日常の保育の中でのリズム遊びやダンスの指導に役立っている ②
運動会や発表会など行事の際のリズム指導に役立っている ③劇やオペレッタなど総合的な表現活動の指導に役立っている ④子育て支援や親子活動などの
いろいろな人が集まる場での遊びの指導に役立っている ⑤子どもから発信される身体的なメッセージの受け取りや身体を通したコミュニケーションに役立
っている ⑥自分や相手の身体の状態に気づくなど身体の気づきや調整に役立っている ⑦その他〕／（3）あなたは大学時代の「身体表現」の授業で何を一
番学んだと思いますか。また、そのことはあなたの日々の保育実践にどのように役立っていますか。自由に書いてください。 
 
Ⅱ．子どもの身体表現活動（リズム遊び、ダンス、劇など）の指導について；（1）保育の中で、身体表現活動（リズム遊び、ダンス、劇など）を指導する機会に
ついて、おたずねします。〔①毎日指導する ②週に２～３回指導する ③週に１回程度指導する ④月に2～3回程度指導する ⑤月に１回程度指導する ⑥
行事の前に集中的に指導する ⑦年に数回指導する ⑧指導する機会はほとんどない ⑨その他〕／（2）上記（1）の回答で①～⑦を選んだ方；身体表現の指
導であなたが特に大切にしていることや得意にしていることを教えてください。複数回答可。〔①子どもと一緒に元気に楽しく動いたり踊ったりする ②子ど
もに合う動きを考えたり創ったりする③子どもの動きを引き出しながら子どもと共に動きを創り上げる ④一人一人の子どもの良いところを認めて個性が発
揮出来るように指導する ⑤子どもの動きが活きる構成・選曲・演出・効果などを考える ⑥決まった動きや振付けをみんなが出来るまで丁寧に指導する ⑦
みんなで動く部分をそろえたり細部に気を配って全体の動きを整えたりする ⑧その他〕 ／（3）上記（1）の回答で⑧を選んだ方；指導の機会が得られない
理由を教えてください。複数回答可。〔①指導をしたいと思っているが、園の方針でできない ②指導をしたいと思っているが、低年齢時担当のため、身体を
使った表現活動を展開しにくい ③指導をしたいと思っているが、身体表現活動について自分自身が苦手意識を持っている ④身体表現活動そのものに魅力や
子ども達への必要性を感じないので、活動として取り上げない ⑤その他〕 
 
Ⅲ．具体的な実践例について；「身体表現」の授業で学んだことを活かしながら、さらに工夫を加えて自分なりの保育実践を行ったことはありますか。あれば、そ
の実践について具体的に記入してください。たくさんある方はもっとも印象に残っている実践を記入してください。〔いつ、どこで、対象、実践内容、実践の
感想・反省など、記入〕 
 
Ⅳ．「身体表現」の授業内容への希望；保育者の立場から、大学の「身体表現」の授業で学ぶとよいと思う内容を記入してください。また、今からさらに「身体表
現」について学ぶとしたら、どのような内容を学びたいか、記入してください。 
 
Ⅴ．「身体表現」の授業について印象に残っていることや感想（自由にどうぞ） 
図１．授業場面（２人組でいろいろ） 図２．授業場面（棒を使って動く）
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指導観の形成、④表現指導以外の保育生活への視点
や保育行為の成長、である。以下に具体的な報告事
例を挙げながら、類型別に検討してみよう。なお、
報告の記載にあたって、学んだことと役に立ってい
ることが内容的に分かれて読みとれる場合は、間に
矢印⇒を付した。学んだことと役に立っていること
が同時記載、あるいは役に立っていることのみ書か
れている場合は、矢印は付していない。学んだこと
のみしか書かれていない報告は、今回は割愛した。
各個人の報告については部分的に抽出しないで、質
問に対する回答を全文記載している。下線は筆者が
考察の際にキーワードとした語に付した。
１．自己の身体表現経験の再生産
　子ども達に表現指導を行う際に、身体表現の授業
で自分が経験した楽しさを子ども達にもまた味合わ
せたい、伝えたいという経験の再生産と言える保育
実践への有用性を読み取ることができた。以下はそ
の６名の報告である。
報告１：身体を動かして遊ぶ楽しさを学んだ。⇒歌
に合わせて（童謡のアイアイやかえるの歌）子ども
と動物の真似っこをしたりして遊ぶことがある。保
育者が身体を動かす楽しさを知って楽しそうにして
いることで、子どもも身体表現が好きになっている
ように思う。（女性22歳・保育歴２年７か月）
報告２：身体を動かす楽しさ。恥ずかしい気持ちを
忘れて身体を動かしたり、人と触れる心地良さ。⇒
まず「やってみよう！」とこの授業で行動し、「楽し
かった」思いは私にもプラスになったし、子どもに
も伝えたいと思う。（女性23歳・保育歴２年10か月）
報告３：身体を動かすこと（踊り）を楽しむことを一
番学んだと思う。⇒保育士が楽しそうに踊ると子ど
もも真似をして楽しそうに踊るし、子どもとのコミュ
ニケーションで身体を触れて、からみあって関わっ
ていくことも多いので、いろいろな動きを楽しむこ
とができていると思う。（女性22歳・保育歴1年８か月）
報告４：身体表現では、身体を動かすことの楽しさ、
友達とゲームをしたり、ダンスをしたり協力するこ
との楽しさを学んだ。⇒保育実践において、子ども
達が楽しいと感じていれば、それは身体表現として
現れてくるので、それを感じたり、ゲームを考える
ときのヒントとして授業のことを思い出しています。
（女性23歳・保育歴２年８か月）
報告５：身体表現、踊ることの楽しさ。⇒自分自身
が楽しんで踊ることによって見ている側も楽しい気
持ちになる。この気持ちは、大人も子どもも同じで
あることを日々実感しています。（女性24歳・保育歴
３年８か月）
報告６：自由に動く（踊る）ことの楽しさと難しさを
学んだ。→２歳児担当と言うこともあり「指導」といっ
たきっちりしたものではなく、とにかく子どもと一
緒に楽しく！ということに重点が置かれている。な
ので、子どもに負けないようにしっかり楽しんで動
いています。（女性20歳・保育歴７か月）
「楽しい」「面白い」「気持ち良い」と感じることは
身体表現ではとても重要なことである。『小学校学
習指導要領解説・体育編』では身体表現（小学校で
は表現運動と呼ばれている）の特性を「自己の心身
を解き放して、リズムやイメージの世界に没入して
なりきって踊ることが楽しい運動であり、互いの
よさを生かし合って仲間と交流して踊る楽しさや
喜びを味わうことができる」6）と記載している。身
体表現は、心身の解放やリズム及びイメージによる
世界を楽しむという他の運動にはない特性を備えて
いる。活動では、このような身体表現独自の特性に
ふれさせることに意味がある。授業で楽しいと感じ
た記憶は心や身体に鮮明に刻まれていて、子ども達
への積極的な指導につながっている様子が読み取れ
る。
２．表現に対する自己の在り方の変容
　保育者を目指す学生の中にも、人前で踊ったり演
じたりすることが恥ずかしい、また身体表現が苦手
である、という者がいる。そのような学生が授業を
受講するうちに、恥ずかしさや苦手意識を克服し、
保育者となった現在子どもの表現指導を積極的に行
えるようになったという報告を紹介する。以下の４
名の報告からは、このような自己の在り方の変容が、
指導者としての自信につながり、子どもと一緒に楽
しみながら表現指導に取り組めていることが読み取
れる。
報告７：身体表現が苦手だったので、人前で演じるこ
とに抵抗があったが、何回も発表や友達と身体を動
かすことで、自然に身体が動くようになった。⇒日々
の保育の中で、子どもとしっかり身体を使ったリズ
ム遊びがとても楽しくできるようになった。（女性21
歳・保育歴７か月）
報告８：度胸がついた。⇒子どもと一緒に踊ることが
出来る。一緒に楽しめる。全く恥ずかしくない。狼ごっ
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こ、忍者ごっこなど一緒にできるから、子どもが楽
しそうですよ。（女性21歳・保育歴８か月）
報告９：身体を動かすことの楽しさ、音楽に合わせ
て自由に動くことの面白さを学んだ。⇒自分に役立っ
ていることは、恥ずかしがることを忘れること、子
どもと一緒に思いきり身体を動かせるようになった
こと。（女性23歳・保育歴３年７か月）
報告10：自由に動き回る楽しさ（恥じらいなく）。⇒
いろいろなものになりきる際に恥ずかしがることな
く思い切りなれたのは、あのころの影響か。（女性20
歳・保育歴６か月）
　本山益子（2002）は、保育職を目指す短大生対象
に行った調査から、身体表現は保育に重要であるこ
とは分かっているが「好きだと積極的にいえず得意
でもないという意識を多くの学生がもっている」7）
と指摘している。身体表現の授業では、日常から非
日常的な身体表現の世界へ切り替えて、表現の経験
をさせていくことが非常に大切である。その切り替
えが出来ていないと、いつまでも恥ずかしい気持ち
のままで、表現の世界に没入することができない。
この切り替えについては授業の中で工夫しており、
次章で詳しく述べる。
３．表現の捉え方や指導法・指導観の形成
　授業を受講することで自由に動くことや人と関わ
る楽しさ等、身体表現の特性を十分理解し、そこか
ら一歩進んで子どもの表現の捉え方や指導法・指導
観の形成に影響を与えている報告が見られた。以下
の７名の報告には、そのような学びの深化が示され
ている。
報告11：頭のてっぺんから足の先までを思いのまま
に動かしながら、表現していくことの面白さを学ん
だ。⇒保育の中では、規定の動きに囚われることな
く子どもの思い思いの発想での一瞬一瞬の動きを大
切にしている。表現の仕方に間違いというものはな
く１人１人の姿を認めていくようにしている。（女性
24歳・保育歴３年８か月）
報告12：自分達で動き、ダンスを創り上げていくこと。
⇒こちらが全て決めるのではなく「子どもと一緒に
劇や踊りの動きを考えていこう」という気持ちが持
てている。（女性21歳・保育歴８か月）
報告13：一つの身体でも、いろいろな表現の仕方が
あるし、その表現の仕方に面白さや興味を持った。⇒
いろいろな身体表現の仕方を何気なく子どもと触れ
合う時でも、鏡のようにしてみたり、急に止まった
りして子どもと関わると、すごく楽しそうにしてく
れます。（女性21歳・保育歴８か月）
報告14：表現することの楽しさを学んだ。⇒恥ずか
しがらずに自由に表現する中で、楽しさを感じたり、
コミュニケーションをとったり、人との関わりが深
まるように思う。（女性23歳・保育歴２年）
報告15：身体を動かすことの楽しさと、友達とのよ
り深い関わりを持つことが出来たのではないかと思
います。⇒子ども達も音楽が流れると自然に身体を
動かしているのを見て、身体表現の大切さを感じて
います。（女性23歳・保育歴２年８か月）
報告16：人と関わる中で見つかる身体的なコミュニ
ケーションの面白さです。⇒普段の生活の場面で見
ることができない子ども達の豊かな表情やふとした
しぐさを感じることができ、いろんな発見がありま
す。（女性21歳・保育歴８か月）
報告17：うまく表現出来ませんが、身体を使ってお
互いコミュニケーションをとるという感じでしょう
か。⇒今、１歳児クラスなのでまだ言葉の出ない子
もたくさんいます。言葉では通じなくても「うさぎ、
ぴょんぴょん」と耳を付けて跳ぶだけで、子どもも
喜び何かが通じた！という気がします。（女性20歳・
保育歴７か月）
　振り付けた型を正しく再現することを学んできた
場合、他者との交流によって多様な動きが生成され
る即興活動は、最初は戸惑うことも多い。しかし、
次第にお互いの違いを認め合い、身体の対話からさ
らに動きが広がっていく身体表現の世界に魅力を感
じていく。報告11 〜報告13からは、そのような実
際的な授業の経験を経て、子ども一人一人の表現の
違いを認め、子どもから出てくる動きを大切にする
という、指導法・指導観の形成を読み取ることがで
きる。また、報告14 〜報告17では、身体的なコミュ
ニケーションの面白さや大切さに言及しており、技
術や到達度ではなく、コミュニケーションという視
点で子どもの表現を見る、という深化した表現の捉
え方を持つに至っている。
４．表現指導以外の保育生活への視点や保育行為の
成長
　これまで見てきた報告は、身体表現の授業を受講
することで、保育における表現指導など表現活動に
直結するところに有用性を見出しているものであっ
た。それに対して以下３名の報告は、普段の保育生
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活や自身の保育行為に対して学んだことが活かされ
ているというものである。授業者の意図を超えた、
新たな視点を提示しており大変興味深い。
報告18：ちょっとしたことでも表現できること、恥
ずかしがってするのではなく、自分を表現する手段
であり、他人を知る手段であること。動くだけでな
く、止まっている時間も大切だと言うことを学んだ。
特に後者は、保育生活の中でワーワー動いたりはしゃ
いだりするだけでなく、静の時間があるからこそ、メ
リハリがついていることを実感する。（女性20歳・保
育歴６か月）
報告19：身体で表現することの大切さ。⇒言葉で伝
えるだけでは伝わらないことを身振り手振りで伝え
ることによって伝わったり、自分自身の感情、思い
の表現の幅が広がった。（女性22歳・保育歴２年６か
月）
報告20：人前で身体を使って表現したり、発表した
り発言することが苦でなくなり、少しずつ抵抗が失
くなっていったこと。（女性22歳・保育歴１年７か月）
　報告18では、保育生活の中で、表現が他人を知る
手段にもなる、という非常に深い洞察が伺える。ま
た、集団生活の中の緩急の取り入れ方にも言及して
いる。「空気を読めない」ことが話題になることが
あるが、場の空気を読んだり、出来事の間に適切な
「間」を入れることは、社会生活では大切なことで
ある。それは幼児と保育者で展開される保育生活で
も同様である。子どもの空気を読み、適切な「間」
を入れながら生活を構築していく力が保育者には求
められる。報告19・報告20では、保育者としての行
為の身体的な表現性の成長が読み取れる。保育者は、
劇遊びやダンスなど、身体表現的な子どもの活動を
支援するばかりでなく、様々な場面でその身体的な
表現性を子どもの前に晒す。子どもは保育者の身体
の動きにいつも注目している。そのため、保育者の
身体や動きは、常に自信にあふれ受容的である必要
がある。今までそのような身体的な表現性は、保育
現場に出てから経験の積み重ねで培われるものと考
えられていた。しかし、以上のような報告から、身
体表現の授業経験からも、ある程度学んだり示唆を
得ることができると考えられるのではないか。身体
的な表現性は、特に新任保育者を支える力量として
大切であり、今後このような点に配慮して、身体表
現の授業内容を吟味していくことも重要であろう。
Ⅴ．保育専門職教育としての身体表現教育構築に向
けて
１．身体表現の授業の在り方の検討
　ここでは、前章の考察に基づき、身体表現の授業
の在り方の検討を行う。報告された保育実践への有
用性と授業の在り方との関連性を総括的に論考す
る。
（1）心と身体の解放
　まず、身体表現の授業の「何が」楽しさに結びつ
いたのかを探る。報告1〜報告４に示されているよ
うに、身体を動かすことは楽しく心地良い、という
記述に注目したい。授業では、できるだけ連続して
動くことや身体全体を精一杯使って動くことを奨励
する。図３のように、床を使って動きを表現するこ
ともある。全身を使って、そのような活動を続けて
いると心や身体から重たい物が抜け落ち、いわゆる
浄化（カタルシス）のような状態になり、心と身体
が解放される。勿論他のスポーツでも、身体を動か
す楽しさを実感することはできる。しかし、リズム
やイメージ、人との関わりから動きが生まれる身体
表現には、規則的な動きの縛りがなく、他のスポー
ツに比べて自由さと言う点において勝っている。身
体表現では、身体の非常に根源的なところで快を実
感しやすいのである。報告５･報告６では、踊るこ
とや表現することの楽しさに触れている記述があ
り、これらも授業でおそらく初めて経験した自由に
動くことから広がる表現の可能性、その発見や喜び
に基づくものと考えられる。楽しさは楽しさを再生
産する。身体表現の授業で楽しいと感じた気持ちが、
子ども達と新しい表現の楽しさを求めていく機動力
となるのである。
図３．授業場面（スポーツの動きの表現）
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（2）日常・非日常の切り替え
　次に、授業の中で、恥ずかしさや苦手意識がどの
ようにして克服されたのかを考えてみよう。授業で
は、表現の主題に入る前に、体ほぐしというストレッ
チや、リズムにのって思い切り踊るリズム・ウォー
ミングアップを行う。特にリズム・ウォーミング
アップは、全身を使って動く律動的な活動なので心
身の強ばりや堅さを打ち破る発散作用がある。そう
すると、前述したように次第に心と身体が解放され
て表現の世界に無理なく入ることができる。いきな
り「○○に変身せよ」と言われてもなかなか一般的
な大人はなりきれない。模倣や変身を楽しむために
は、日常から非日常への切り替えが大切で、体ほぐ
しやウォーミングアップの時間を十分にとり、表現
へ向かう準備を入念に行う必要がある。授業の構成
も、最初はイメージよりも動きが先行するように活
動を組み立てる。イメージが先行するような主題、
例えば何かを模倣するような活動は、授業が少し進
んでから行う。また、授業中の活動の隊形は、ほと
んど散在状態で行われる。学生は思い思いに自分達
の好きな位置を見つけてそこで動く。動きの初心者
にとって、指導者や友人の注視は耐えられないプ
レッシャーになる。授業の終わりに簡単な即興作品
の発表をするが、そのときも複数グループで同時に
発表させる。他者と違う自分を過剰に意識しすぎる
ことから恥ずかしさや苦手意識は出てくる。舞踊教
育学の実践研究者である村田芳子（1991）は「『人
と揃える』だとか、『どう見えるのか』を過剰に考
える前に、もっとそのからだの素直な感覚に委ね、
自分のからだの感じるままに踊ってみてはどうだろ
うか」8）と述べる。他者の中に溶け込みながら、自
分なりの表現を生き生きと表現できるようにするた
めには、そのような授業の場作りが欠かせない。受
講者の意識を考慮した授業内容・方法を工夫し、自
由に表現できる環境を整えていけば、恥ずかしさや
苦手意識を克服するのはそれほど難しいことではな
い。
（3）自由・即興・交流
　さらに、子どもの表現の捉え方や指導法・指導観
の形成は授業の何に起因するのだろうか。報告11
〜報告17からは、多様性、創造性、コミュニケー
ションというキーワードが浮き彫りにされる。この
ような報告を得たことは、他者と関わり合う自由な
即興表現を授業の核としていることによるのではな
いか。舞踊の領域では、他者と関わり合う即興表現
を、コンタクト・インプロヴィゼーションとも呼び、
1970年代にモダンダンサーであるスティーブ・パク
ストンがアメリカで考案し、その後全世界に広がっ
た9）。即興表現は、アーティストがある程度の技術
を習得した上で、独自の表現や創造の世界を切り開
くために行うもの、という認識が強いが、特定の芸
術に秀でている者だけが行うものではない。即興は、
「今持っている財産をまるごとぶつけて、『今、ここ
で、私と、私たちが』ダイナミックに交流するとい
う表現の根源的でしかも大きな幅をもった行為」（村
田；1991）10）と捉えれば、教育や保育の領域でも、
その価値や効用が十分期待できる。
　ただし、初心者が一人で自由に即興的に表現する
ことは大変難しい。佐藤学（1997）は、身体表現の
授業の課題として、教師が「もっと自由に身体を動
かして」などの指示を出せば出すほど子どもの心と
身体は凍りつくと指摘し、これを「自己表現の呪
縛」と呼んでいる。このような状態を打開するため
に、表現者としての身体を自覚させる瞑想的な活動
や「二人一組になって、相手の身体の動きを見なが
ら、その動きに自分の身体を『呼応』させてゆく」
活動を提案している11）。今回対象とした授業も、ま
さにこの「呼応」から始めている。授業の初期の段
階は、図４のように他者の動きの真似をしながら対
応する、というゆるやかな即興表現から始まる。こ
のような導入により、受講者の不安や躊躇が緩和さ
れ、音楽の力や他者の力を借りて、まずは即興表現
への一歩を踏み出すことができる。受講生は、活動
を続ける中で、次第に身体や動きの多様性を知り、
身体的なコミュニケーションの面白さや奥深さに引
き込まれる。以上のような学びの成果が、卒業後保
育実践を通して熟成され、子どもの表現に対する深
い捉えや、多様性・創造性・コミュニケーション重
図４．授業場面（ミラーの世界）
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視の指導法・指導観の形成を促したのではないだろ
うか。
（4）体験的な学び
　最後に、保育の生活場面への視点や保育行為の成
長という表現指導以外の分野への有用性はどのよう
に授業と関連付けて考えられるだろうか。報告18
〜報告20についても、前節で述べた「自由」「即興」「交
流」の学びの成果の延長上にあるものと考えられる。
加えて、自らの身体で演じたり動いたり踊ったりす
る行為、その実感的な体験が、身体表現指導だけに
とどまらず、様々な生活場面での出来事や行為その
ものを見直すことにつながったのではないか。自ら
の身体的な表現性や身体の在り方については、普通
に生活していたら気にも止めないことであろう。他
者と関わりを持つ、座学ではない実体験に基づく学
習であるからこその効用であり、気づきであると言
える。劇作家・演出家の平田オリザ（2004）は演劇
教育に言及する中で、現代の複雑な実人生に対応す
るためには「学習の内容を細分化して記憶するので
はなく、複雑な体験の中で学ぶ必要がある」12）と述
べている。また平田（2001）は認知心理学のアフォー
ダンスの研究者と共に、俳優が高度な動きを覚える
ときに、そこで見えている小道具やその直前に聞こ
えている他者のせりふなどとセットにして記憶する
ことにも言及している13）。つまり、複雑なものを複
雑なままに、その体験の中から高度に学習するので
ある。このように体験的な学びの効用は理論的にも
裏付けされつつあり、実技演習や作業活動を主とし
て構成される表現教育の価値も併せて再認識される
必要がある。
２．保育者の役割と身体表現教育の可能性
　幼児教育学の小川博久（2002）は、保育者の援助
行為の身体論的考察の中で、保育者の遊びに対する
役割を構造化して述べている。その状況的スタンス
を示す用語として「気」という興味深い概念を提示
している。「気」とは「人と人、人とモノとの間に
つくられる空間に感じられる身体知の相違」であり
「人と人、人とモノとの間に介在する精神的エネル
ギー」である。長くなるが、その類型化について引
用してみよう。
「①保育者がモデルになる（モノや事柄に気を入れ
0 0 0 0
る
0
。そのことで子どもの気を引く
0 0 0 0
ことができる）＝
子どもとの間にスタンスが生まれ、子どもがそれを
つめる。②保育者が共同作業者や活動の共鳴者にな
る（子どもの活動に気を送る
0 0 0 0
。そのことで気を送り
0 0 0 0
合う
0 0
ことになる。ハモる
0 0 0
）＝保育者と子どもの間の
スタンスがなくなる。③保育者が観察者になる（気
0
を抜く
0 0 0
）＝子どもの世界の外に出る。④保育者が子
どもの遊び世界（場）に参加する（場に気を入れる
0 0 0 0 0 0 0
）
＝保育者が子どもとのスタンスをつめる。子どもた
ちがつくるトポスに加わる。⑤保育者が子どもの対
話者となる（気を合わす）＝相互に一定のスタンス
をとりあう。⑥保育者が子どもたちの精神的磁場に
なる（今、いる場に気を置く
0 0 0 0
、定着させる
0 0 0 0 0
）＝子ど
もが参加しやすい場をつくる。」14）
　以上の①〜⑥の各々の場面での幼児の遊びに対す
る保育者の身体的関与の在り方は、子どもの身体表
現活動を支援する場合の保育者のあるべき姿と重な
る。その前提となる「気」は、保育者と子どもとの
間には不可欠な身体的コミュニケーションの根源に
潜むものである。それを身に付けるのは、演劇やダ
ンスなどの即興的な身体表現活動の経験を積むこと
が非常に有効であるとこれまでの分析・考察から確
信される。
　保育者は、自身が表現者であり、子どもの表現の
支援者でもある。しかも、表現者という立場と支援
者という立場を、その場の状況に応じて「気」を読
みながら使い分けなければならない。保育者養成で
は、このことを念頭に置いて、身体表現の楽しさを
体現する表現者としての保育者、及び身体的コミュ
ニケーションに優れた支援者としての保育者、の養
成を行う高度な専門職教育としての身体表現教育の
研究をさらに重ねる必要がある。
Ⅳ．総括と課題
　本論では、保育者養成における身体表現の授業の
学びと保育実践への有用性について分析し、それに
基づいて授業の在り方を検討した。その結果、４つ
の類型化による保育実践への有用性が確認され、心
と身体の解放、日常・非日常の切り替え、自由・即興・
交流、体験的学習という視点で授業の在り方を総括
的に考察できた。結果として、受講者の意識や身体
表現の特性を考慮した授業内容・方法論的工夫につ
いて詳細に見直すことができ、フィードバックすれ
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ば、それらが意味のある学びや保育実践への有用性
に連動するという可能性が提示される。特に今回得
られた重要な知見としては、授業者の意図を超えて、
表現指導以外の部分でも保育者の成長につながる有
用性が確認できたことである。このことは、身体表
現授業の価値の再確認と授業改善への貴重な示唆と
して捉えることができる。今後は、保育専門職教育
としての身体表現教育構築というテーマのもと、引
き続き保育現場と関連を持ちながら、身体表現のカ
リキュラム研究を補強・発展させる予定である。
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Lessons on body expression at training for nursery school teachers and 
their usefulness in actual nursery school education
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Abstract
Inthepresentstudy,weinvestigatedlessonsonbodyexpressionattrainingfornurseryschoolteachersand
theirusefulnessinactualnurseryschooleducation,andreviewedteachingmethodsbasedonthefindings.
Basedon theresults,usefulness inactualnurseryschooleducationwasclassified into fourcategories,
specifically,emotionalandphysicalrelease,switchingbetweenroutineandnon-routineactivities, freedom,
improvisation andexchangeandexperiential learning, and teachingmethodswere comprehensively
reviewed fromtheseperspectives.Aparticularly important findingwas theconfirmationofusefulness
innurturingnurseryschool teachersoutsideofexpressionguidance,whichwasbeyondthescopeof the
teachers’purpose.Thesefindingsreaffirmedthevalueof lessonsonbodyexpression,andmayserveas
valuableinformationforimprovinglessonsinthefuture.
　Keywords：bodyexpression,trainingfornurseryschoolteachers,usefulnessinactualnurseryschool
education
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